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今思う「昔と今」

し　お　さ　い

上：渥美半島上空で1944年12月10日に米軍が撮影した空中写真
下：2009年8月23日に撮影した空中写真

田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会

表浜地域づくり情報誌
第12号

「昔はよかった」「昔はこうだった」などと、よく耳にし
たりします。こんな会話も、「今があるからこそ」ではな
いでしょうか。
時に、今も荒 し々い顔をみせる海や自然も、人は、昔

から感動や癒しなど、たくさんの恵みをうけて暮らして
います。
いつの時代も、受けついできたこの雄大な海、そし

て大自然の恵みを、後の世代に残そうと、考えていた
のではないでしょうか。これから先、わたし達にもできる
「今」を大切に考えてみる必要があるかもしれません。

表浜風土記表浜風土記

▲ハマヒルガオ

※資料：花の写真は“たはらの自然めぐりⅣ 渥美半島 花暦”より引用

▲コウボウムギ ▲ハマゴボウ ▲ハマボッス

▲思い出の場所は「今」

この冊子は再生紙を使用しています。
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★表浜情報誌「潮騒」や「協議会活動」に対するご意見・ご要望・ご感想をお寄せください。

■主な推進事業
農村総合整備事業：田原市産業振興部農政課
［大草・高松地区、東部地区] 
農地・水・環境保全向上対策：田原市産業振興部農政課
［東部・六連・神戸・大草各校区]
海岸治山事業：愛知県東三河農林水産事務所
海岸保全対策：愛知県東三河建設事務所
森林公園計画［谷ノ口地区］：田原市都市建設部街づくり推進課

■主要事業

第１３回表浜自然ふれあいフェスティバル
日時　平成２２年１１月１３日㈯　午前９時～午後１時
 ※悪天候の場合は１２月１１日㈯に延期
場所 久美原～大草の表浜一帯
 ※親睦会場は神戸東ケ谷海岸
内容 海岸清掃、地引網（予定）、ビーチフラッグス、特産
 鍋の無料提供ほか
目的 表浜海岸の魅力、海岸浸食などの現状を広くＰＲ
 することで海岸整備の促進を図る

平成22年度事業計画 第12回
表浜自然ふれあい
フェスティバル

H21
12.13
開催

新型インフルエンザ及び風邪等の流行により、当初予
定していた日を自粛し、予備日での開催となりました。毎年
開催しているこのイベントも12回目。予備日にもかかわら
ず昨年より200人ほど多い約2,200人の参加者が、久美
原海岸～大草海岸までの海岸清掃を実施しました。清
掃活動後、メイン会場となった百々海岸では、各校区の
女性が作った鍋などを味わいながら、交流を深めました。

むかし、海はぼくのものだった。
崩落した崖を滑り台にして転げ落ちていくのは、快感だっ

た。風で堆積した砂の斜面は、絶好のサンドスキー場にな
り、熱くなった砂浜を踊るような足どりで駆け抜け、そこを掘
ればカニが逃げ惑う。
砂浜は、さまざまな表情を見せた。
嵐の翌日は胸が躍った。波打ち際一面に貝が寄せられ、ト

ロ箱に何杯も拾った。タコを拾ったことも。時には川になり、
またあるときは池となり、そこには熱帯魚も・・・。座礁した鉄舟
は絶好の釣りの穴場だった。
砂浜には、ハマヒルガオが群生し、コウボウムギやハマゴ

ボウ、ハマボッスの花が海岸を飾っていたが、今はもう・・・。
それから・・・海はみんなのものになった。

南神戸町谷ノ口区　彦坂 多一郎

【著者紹介】◎1920年 神戸村大草志田生まれ
◎1939年～47年 野田尋常小学校へ勤務
◎1957年 名古屋童話作家協会入会
◎1992年 田原町町政功労者表彰
◎2004年 逝去　

山田さんは、田原中部小学校のPTA機関誌「家庭と学校」へ1964年から41年間にわたっ
て156もの作品を寄せ、田原に伝わる民話や伝説、田原に縁のある人物の伝記はもちろん、地
域の子どもたちの暮らしぶりを伝え、多くの皆さんに心豊かな安らぎを与えてくださいました。
「表浜むかし話」では、山田さんのご逝去後も、その作品を紹介させていただいております。

「神の釜と久丸さま」
かみ　　　　かま　　 　ひさ　まる

役員

委員

松井克志（神戸校区総代）
鈴木克尚（東部校区総代）、井上常雄（六連校区総代）、村瀬精彦（大草校区総代）
赤尾昌昭、彦坂雄三
冨田實（愛知外海漁業協同組合理事）、松井一光（愛知外海漁業協同組合理事）
細井儀宣、三浦重芳、冨田政彦、清水一美
林　勇夫（副市長）、川口　侃（教育長）、菰田敏則（産業振興部長）、讃岐俊宣（都市建設部長）
鈴木克幸（田原市長）、鈴木愿（愛知県議会議員）、伊藤欣夫（愛知みなみ農業協同組合代表理事組合長）
田原市役所政策推進部（政策推進課）

会長
副会長
市議会議員
漁業関係者
市農業委員
市役所

顧問
事務局

■協議会組織［平成22年10月現在・順不同］

■会長あいさつ

会長　松井 克志

「みんなで考え・行動する地域づくり」
田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会の概要

本協議会も発足以来１４年を経過し、神戸・大草・六連・東
部の４校区が一丸となり、少しずつではありますが、自立した
地域活動を歩み進めてまいりました。
平成17年に策定しました谷ノ口地区整備基本計画につき

ましては、市と協働で、集落環境整備が進められていると同
時に、森林レクリエーション公園（仮称）の整備も着手しており
ます。協議会として、また、東部太平洋岸地域全体としても、そ
の実現が大いに期待されているところであります。
本協議会は、海岸環境の整備推進を柱に、魅力ある表浜

地域の実現を図っていくことが必要であると考えています。
今後も、４校区のつながりをより深くするとともに、渥美半島

が一つになり、同じ海岸環境を持つ地域との連携も視野に入
れながら、行政と一体となって取り組んでまいりたいと思ってい
ます。
最後に、太平洋岸の快適で住みよい生活環境整備が実

現されるよう活動していきたいと願っております。
　田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会

H8.1 協議会発足
H8.3 沿岸部に関する地元要望作成
H9.3 基本構想「サングリーン２１」策定
《方向性》 ・自然環境の保全と活用
 ・農業基盤、農村環境の整備
 ・観光・レクリエーション施設の整備
 ・幹線道路の整備
《展　開》 ・太平洋岸の魅力を発信するイベントの開催
 ・海浜・崖森・農地エリアのエリア別の整備促進
 ・渥美半島全体の連絡調整
 ・関係機関への要望運動等の展開
H9.11 専門部会設置
H10.3 海浜・崖森エリアの基本計画策定
H10.10 農地エリア整備の地元検討書作成
H10.11 第1回表浜自然ふれあいフェスティバル開催（以後毎年開催）
H13.12 海浜拠点整備地区の選定（谷ノ口地区）
H15.3 ええZONEガーデン整備計画策定（谷ノ口総合整備促進協議会）
H16.7 国土交通省事業ー地域振興アドバイザーを受け入れ（　〃　）
H17.3 谷ノ口地区整備基本計画策定（　〃　）

●表浜自然ふれあいガーデン 実現に向けての動き

●農地エリアの整備 実現に向けての動き

ハード事業

ソフト事業

ハード事業

ソフト事業

◆海岸整備（県事業）
　◇海岸保全事業（傾斜護岸）：百々海岸（H19）、離岸堤調査・工事（豊橋田原海岸）　◇海岸治山事業：７箇所要望中
◆拠点地区の整備促進（市事業）
　◇公衆便所整備事業：谷ノ口海岸（H9）・大草海岸（H10）・百々海岸（H11）・東ヶ谷海岸（H13）
　◇海岸駐車場事業：大草海岸（H11）・百々海岸（H12）
　◇道路整備事業：南谷ノ口１号線改良（H15）・寺前上り口線拡張（H16～H18）・高畑谷ノ口線改良
　　（H17）・谷ノ口海岸線拡張（H17～）・国道42号公民館前交差点改良（H18～）
　◇公園整備事業：（仮称）谷ノ口森林レクリエーション公園整備（H18～）

◆農村・農地の整備（市事業）
　◇農村総合整備：神戸地区（H12～H16）・大草、高松地区（H18～）・東部地区（H19～）
　◇農用地基盤整備事業：谷熊新田排水対策（H20～）　◇農地・水・環境保全向上対策（H19～）

◆農地基盤に関する実態調査（市事業）
　◇農地基盤再整備に関する調査：H11表浜全域

◆表浜自然ふれあいフェスティバル（協議会事業）
　◇メイン海岸：H10谷ノ口海岸・H11大草海岸・H12百々海岸・H13東ヶ谷海岸・H14大草海岸
　　H15百々海岸・H16分散開催・H17大草海岸・H18百々海岸・H19東ヶ谷海岸・H20大草海岸・Ｈ21百々海岸
◆表浜のレクリエーション
　◇健康ウォーキング大会（市教育委員会）：H10東ヶ谷海岸・H11大草海岸・H14谷ノ口海岸・H15百々海岸
　◇ふれあいウォーキング大会（六連青少年健全育成）：H13六連海岸

道路・排水・農地区画・た
め池などの農業基盤に加
え、集落環境を含め総合
的な整備促進を図ります。

多額の予算を必要とす
る海岸保全事業の継続的
な実施には、国土保全・防
災面に加え、表浜海岸の
持つ多面的価値の創造を
行い、投資効果の向上を
図る必要があります。

「風紋」（ふう もん）＊

＊風紋とは、風によって砂地の表面に出来る模様。
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は
、1
1
0
数
人
が
戦
病
死
〕

25
年

◎
田
原
村
が
町
制
施
行
に
よ
り
田
原
町
と
な
る

22
年

◎
市
制
町
村
制
施
行
、15
村
と
な
る（
明
治
の
大
合
併
）

11
年

◎
郡
区
町
村
編
成
法
施
行
、41
村
と
な
る

6
年

◎
各
地
に
小
学
校
が
開
設
さ
れ
は
じ
め
る（
多
く
は
寺
小
屋
形
式
）

元
年

◎
現
田
原
市
の
市
域
に
は
、58
の
村
が
存
在

　
（
田
原
：
31
村
、赤
羽
根
：
6
村
、渥
美
21
村
）

◎
田
原
市
と
渥
美
町
が
合
併
し
新「
田
原
市
」が
誕
生

◎
田
原
町・赤
羽
根
町
が
合
併
し「
田
原
市
」が
誕
生

◎
東
部
中
学
校
校
舎
完
成

◎
第
1
回
表
浜
自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催（
以
後
毎
年
開
催
）

◎
神
戸
小
学
校
新
校
舎
完
成

◎
台
風
19
、20
号
が
来
襲
、農
作
物
等
に
甚
大
な
被
害（
被
害
総
額
約
50
億
円
以
上
）

◎
東
部
中
学
校
柔
剣
道
場
完
成

平
113109 1310

成
5
年
5
昭和

明
治 大

9
年

◎
第

正
1989197019451926 19411912 19201868 1904 旧3町時代の幕開け特

集歴史
の足跡

明治5年に片神戸に額田県郷学校がおかれ、その後、長仙寺に長
仙寺・片神戸・百 ・々浜田・久美原を設置区域とする六連学校があっ
た。しばらくして、杉山・谷熊がこれに加わって、谷熊に本校を杉山に分
教場をおいた。また浜田の正覚院に浜田・久美原・長仙寺・百 を々設置
区域とする分教場がおかれ、ここには、高等科が併置されて浜田高等
小学校となった。同12年12月、百々では1年生だけの教場を設け、3年
生以上を浜田の正覚院に通わせていた。同30年3月10日、久美原・長
仙寺・浜田が合併して、現在地の六連字貝場に校舎を新築した。同4
月から10年間高等科を併置して、大字六連の外に谷熊・片神戸からも
一部通学してきていた。同40年1月、町村合併の結果、いままでの六連
尋常高等小学校を廃止して六連尋常小学校と改めた。その結果、六
連の高等科児童は杉山小学校に通学することになった。

六連小学校

明治6年から8年にかけては、青津小学校、新美小学校、谷ノ口小
学校、大草小学校がつくられていて西応寺、松本寺、外8寺がつかわ
れ、いままでの寺子屋の形をそのまま引きついでいた。明治8年には新
美学校に志田学校が、10年には赤松学校ができ、これらは20年5月に
神郷尋常小学校に統合されていった。表浜の谷ノ口学校は廃せられ、
同14年に東ケ谷学校と水川学校ができ、また、神戸の中心地の青津
学校は同15年に神戸学校となった。
神郷小学校は、従来の6つの小学校を廃して、五ヶ所に仮教場をお

いて、1・2年生だけを通学させることにした。第一仮教場は旧神戸学
校、第二仮教場は旧東ケ谷学校、第三仮教場は旧谷ノ口学校、第四
仮教場は旧水川学校、そして第五仮教場は旧大草学校であった。明
治20年10月には五ヶ所の仮教場を廃して本校にまとめて教授するよう
になった。しかし、通学範囲の広い神郷小学校は、神戸分教場と南神
戸分教場に分かれ、同21年7月には大草が独立校となった。同25年8月
には二つの分教場も併せて神郷小学校となり高等科が設置された。
その後、同40年4月に神戸尋常高等小学校になった。

神戸小学校
明治20年4月28日●創立
明治35年 ●創立当事４つの分

教場が統合され現
在地に校舎建設

昭和34年 ●鉄筋校舎建築
平成9年 ●校舎新築・改築

明治30年3月10日●創立
昭和51年8月●現在地に移転
昭和59年 ●フィールド
 　アスレチック完成

明治6年、高松と合同で正法院に小学校を創設、同8年、大泉寺、宝
憧寺を仮校舎として渥美郡第十中学区内第六十五番小学大草学校
となる。同16年、第五十一学区渥美郡公立小学大草学校と改称。同
20年、神郷学校と合併して分教場となっていたが、これが廃校となり神
郷学校へ通学する。同21年村で経費を持って渥美郡小学簡易科大
草学校を設置した。同25年渥美郡大草尋常小学校と改称、同27年に
は補習科が設置され29年には廃止された。同40年に高等科が設置さ
れた。大正7年には校舎が改築され、農業補習学校が設置された。同
15年、校舎が増築落成された。昭和10年、大草農業補習学校は神戸
青年学校に合併した。同17年大草国民学校と改称、同22年神戸村立
大草小学校と校名変更。

「渥美半島上空で1944年12月10
日に米軍が撮影した空中写真「３
PR－4M34－2V」」は、渥美半島を
撮影した空中写真（垂直写真）とし
て、最も古いものであり、近代から現
代へと大きく時代が変わった直前
に撮影された、文字通り、近代の姿
を眺めることの出来る貴重な資料
である。現在、原本は米国国立公
文書館（The National Archives）
に所蔵されている。

大草小学校
明治8年3月 ●創立
昭和43年～5年間●複式学級
昭和48年 ●大草団地が造成さ

れ児童増える

明治6年10月今田学校が光福寺に創められ、同13年に豊島学校と
して中島に校舎が新築され、同18年4月に豊島尋常小学校と改称され
た。一方、今田学校と同じころ常林寺に谷熊学校がはじめられ、後に長
伝庵に移転し、同15年8月に常代に校舎を建て谷熊尋常小学校となっ
た。この二つの学校が同36年4月に合併され相川尋常小学校となった
が、校舎は二ヶ所にそのままあった。同44年1月豊島字西屋敷に田原
町東部尋常小学校が移され、校舎は大正元年3月24日に落成された。

田原東部小学校
明治36年4月●創立
明治36年 ●豊島学校と谷熊学

校が合併し相川尋
常小学校として誕生

昭和22年 ●現在の校名に改称

昭和30年
昭和50年
平成17年

区　分
62,542
56,633
66,390

人　口
11,191
12,434
21,761

世　帯

◆人口・世帯

昭和35年
昭和50年
平成17年

区　分

7,673
6,365
4,565

総   数

3,132
2,822
2,074

40.8%
44.3%
45.4%

専業農家
比率

2,452
1,635
1,204

32.0%
25.7%
26.4%

第１種兼業
比率

2,089
1,908
729

27.2%
30.0%
16.0%

第２種兼業
比率

◆農家数

◆児童・生徒・教員数

※表記してある数字は、現在の田原市域全体の数字です。（旧田原町・旧赤羽根町・旧渥美町）

人口

教育

その他

資料：国勢調査

44,615人
33,312人
22,271人

農家人口
19,058人
16,433人
11,646人

農業就業人口

資料：農林業センサス

資料：作物統計調査

資料：愛知県統計年鑑（各年3月31日現在）

※平成17年は上記以外に自給的農家（558戸）がある。 資料：農林業センサス

昭和30年度
昭和50年度
平成20年度

区　分

9,881
5,516
3,814

生徒数
小学校 中学校 高等学校

272
262
308

教員数
4,847
2,857
2,005

生徒数
146
146
159

教員数
1,600
2,734
1,723

生徒数
79
166
159

教員数

資料：学校基本調査

（単位：人、世帯）

（単位：戸）

（単位：ha）（単位：人）

上段：契約数、下段：普及率

●コメント
人口は、昭和50年代から微増ではあ
るが伸びつつある。世帯数の伸びは発
展を続ける臨海部等工業地帯へ従事
する単身世帯の増によるものである。

●コメント
専業農家とは世帯人のうちに兼業
従事者が１人もいない農家である。
第１種兼業農家は世帯人のうちに
兼業従事者が１人以上いる世帯で
農業所得が主の農家、第２種は同
所得が従の農家である。いずれも減
少傾向にあるが、平成17年の専業
農家率は愛知県内トップである。

昭和35年
昭和50年
平成17年

区　分

◆農家人口・農業就業人口

17
0.2%

昭和30年

1,416
12.5%

昭和35年

10,527
91.5%

昭和40年

1,889
16.3%

昭和45年

11,744
101.2%

普通・カラー契約
10,591
88.5%

昭和50年
カラー契約 カラー契約

12,278
102.6%

普通・カラー契約

◆テレビ受信契約数・普及率

水稲
2,430
水稲
1,824
キャベツ
2,400

第１位
さつまいも
2,430
キャベツ
1,473
キク
1,155

第２位
大麦
1,257
だいこん
1,395
水稲
1,060

第３位
小麦
1,129
露地メロン
765

ブロッコリー
501

第４位
裸麦
465
すいか
740

スイートコーン
254

第５位

昭和30年

昭和50年

平成18年

区　分

◆主要作物作付面積ベスト５（市内順位）

●コメント
昭和30年代は穀物中心であったが、昭和43年の豊川用水の通水以来、本市の農業は様
変わりし、飛躍的に発展した。特にガラス温室等の施設園芸は、先進的農業の象徴であり、
近年では電照菊を中心とする花きの生産量・産出額は断トツの日本一である。

資料：漁業センサス

資料：愛知県統計年鑑

1,716
566
487

経営体数
3,036
1,263
1,083

最盛期の海上作業従事者
昭和38年
昭和58年
平成15年

区　分

◆漁業経営体数等

●コメント
漁業経営体・従事者数も減少傾向にある。本市における近年の漁業種類の中
心は採貝であり、愛知県のアサリの水揚げも近年全国１位である。なお、本市の
平成19年の漁獲量は13,723ｔで県下３位である。

ラジオ 昭和30年度末の渥美郡の普及率：８７．７％参考

※明治10年代中頃には、現田原市域には40を超える小学校が存在した。
　その後、尋常・高等の制度を経て町村合併等もからみ明治時代後半に
　は、ほぼ現在の学校数に統合されていった。

神戸村信用販賣購買利用組合（昭和10年代） 不良土開發指導部落（昭和10年代）

地引網が揚がる横で波と戯れて遊ぶ子ども達
（昭和20年代・大草海岸）資料：愛知県小中学校誌、田原町史

神戸村役場（昭和10年代） 牛を使って網を引いていた頃（写真提供：寺田博之）

汐川上流でウナギ釣りをして遊ぶ子ども達
（昭和30年代・大草校区弥田地内）

富山の開墾者とその家族（昭和21年頃）

表浜海岸：海岸防災林の植栽前 東ケ谷海岸付近から汐川干潟方面

昭和30年5月撮影 平成21年11月撮影

2009年8月23日撮影した空中写真
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